
思想運動 1082 号 2022 年 11 月 1 日号 

目次 

1 面 

 10・21 首相官邸前行動でのＨＯＷＳのアピール 

自国政府独占の戦争政策と断固闘おう！ 

安在郷史 

 

なぜ社会主義をめざすことが必要なのか 

十月社会主義革命記念集会に集おう 

藤原 晃・学校労働者 

 

11 月 5 日(土) ロシア革命一〇五周年記念集会 

 

2 面 

反戦平和・反核 

核戦争の人類的危機に立ち向かう態度 

東ヨーロッパと朝鮮半島でのエスカレーションを前に 

大村歳一 

 

3 面 

参議院での朝鮮非難決議にただ一人棄権 

日朝国交正常化をはばむものは何か 

高良鉄美氏（参議院議員）の談話（二〇二二年十月二十五日） 

 

「朝鮮ミサイル問題」とは「アメリカ問題」である 

「脅威の演出」に扇動されないために 

高井弘之（「ノーモア沖縄戦・えひめの会」運営委員） 

 

4 面 

≪2022 年年末醵金アピール≫ 

憲法を蔑ろにする「アベ政治」を終焉させよう！ 

岸田政権の戦争国家化政策と闘おう 

〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会 

 

ＪＲ赤羽駅差別落書き事件 

朝鮮学校へのヘイトクライムに抗する 

秋山真也（立川町田朝鮮学校支援ネットワーク・ウリの会） 

 

国等に対し緊急に在日コリアンに対するヘイトクライムを止める具体的行動を求める声明

（二〇二二年十月六日） 

田中宏･丹羽雅雄（外国人人権法連絡会共同代表） 

 

川柳  

笑い茸 

 

5 面 

エッセイ 

マネーファーストに堕したオリンピックの破綻 

谷口源太郎（スポーツジャーナリスト） 



 

ウトロ＆京都朝鮮学校ツアーを終えて 

〝生きとし生けるもの〞を保存する運動とは 

池允学（１９２３関東朝鮮人大虐殺を記憶する行動） 

 

朴貞花第二歌集『無窮花の園』 

在日朝鮮人の魂の叫び 

堀川久司（日朝友好千葉県の会） 

 

6 面 

労働者通信  

声をあげ、ともに進もう！ 現実を変えるために 

わたしたちは泣き寝入りしない 

ユナイテッド闘争団「11・11 銀座デモ」に力を結集！ 

千田正信（全労ユナイテッド闘争団） 

 

 シール投票で若者と対話 

神奈川三区で「国葬」反対運動に取り込む 

中原憲一（神奈川三区野党共闘を求める市民の会） 

 

競争より共闘を 

労働者を競わせる人事評価制度はいらない 

藤本愛子（公務労働者） 

 

催物案内 

 

11 月 29 日(火) 群馬県高崎で労働者・市民集会を開催！ 

自民党・改憲派の壊憲の内容とその目的はなにか！ 

 

7 面 

労働者・労働組合が反戦運動の先頭に立とう 

10・21 国際反戦デーに首相官邸前行動 

編集部 

 

福岡 二〇二二年十月十六日 十月国際反戦デー行動 

「戦争はいらんばい！岸田政権 NO！集会」での挨拶 

岡本茂樹（沖縄とむすぶ市民行動ふくおか） 

 

8 面 

ＨＯＷＳの講座案内 １１月 

 

連載 ２０２２ 沖縄からのレポート ⑨ 

オール沖縄分断の那覇市長選、戦犯は誰だ 

金治明（沖縄戦と朝鮮人強制連行を記録する会） 

 

9 面 

詩 

わたしの祖父はテロリストだった 

モサブ‐アブ‐トーハ（パレスチナの詩人） 

 

訳者解説 



杉林佑樹 

 

国際短信 世界のいま 

〈ユネスコ〉反ファシズムとソビエトの記念建造物の保護 

 

〈イラン〉「女性・命・自由」を掲げた抗議行動が全土で続く 

編集部 

 

〈ギリシャ〉欧州議会における戦争への狂乱もたらす支援決議を糾弾する 

編集部 

 

トピック・ＴＯＰＩＣ 

 秋晴れの下、第二八回統一マダン東京 

沢山暢子 

 

第二次韓国サンケン闘争終結報告東京集会 

日向よう子 

 

『国際主義』第５号発刊 

 

10 面 

連載 『神聖喜劇』紀行――対馬への旅（４） 

岬の風 

立野正裕（明治大学文学部名誉教授） 

 

前照灯 

性犯罪と国家の責任 

 

11 面 

『レーニンの三つの歌』（1934年 監督＝ジガ‐ヴェルトフ） 

人民の生活を社会主義社会はどう変えたか 

十月革命 105周年記念集会で上映！ 

井野茂雄 

 

紙つぶて 

 本紙「アフリカ」関連記事を読んで 

川本佑衣（埼玉県在住） 

 

アフリカにおける帝国主義の根の深さ 

加藤博通（神奈川県在住） 

 

安倍国葬を見て天皇制を考える 

平山二郎（東京都在住） 

 

12 面 

笹の墓標展示館巡回展 

遺骨は語る――ある青年の出会いをゆく 

伊藤龍哉 

 

頂門一針 

 スパイも家族も不在の現在 



 

書評  

豊里友行句集『母よ』 

思想の継承と持続を体現する 

山本恵美子（ＨＯＷＳ受講生） 

 

編集部発 

 

付録 1 面～2 面 

ウクライナでの帝国主義戦争に関するギリシャ共産党の立場 

資本主義の野蛮に終止符を打とう 

レフテリス‐ニコラウ‐アラバノスギリシャ共産党欧州議会議員へのインタビュー 

 

 

 

 

 


